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東地中海世界
セム語系民族の活動
アラム人〔ダマスクスが中心〕
• 内陸中継貿易に活躍
フェニキア人〔シドン・ティルス〕
• 海上中継貿易に活躍

①

「海の民」の侵入
→ヒッタイト滅亡
エジプト新王国衰退
アッシリア弱体化

アラム文字・フェニキア文字

② ③

ティルスは
カルタゴの母市



モーセに率いられ「出エジプト」
カナーン〔現パレスティナ〕定着

ヘブライ王国建国(前1000年頃)
• ダビデ〔ユダ族出身〕

ペリシテ人と争う
エルサレムを攻略

• ソロモン〔最盛期〕
エルサレムに神殿造営
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ヘブライ人

⑤

「バビロン捕囚」

イスラエル王国〔北部〕
アッシリアにより滅亡(前722)

ユダ王国〔南部〕
新バビロニアにより滅亡(前586)

④
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ユダヤ教の成立
唯一神ヤハウェを信仰
神ヤハウェがモーセに十戒を与えたとされる
教典は『旧約聖書』(前800～前2cに成立)

YHWH
オリエント諸地域の影響を受けている
• 一神教･洪水伝説･バベルの塔･最後の審判
選民思想
• ユダヤ人は神に選ばれた存在
預言者の登場
• 神の言葉を預かる者、民族指導者
救世主の出現を待望
• メシア〔希クリストス〕、香油を注がれた者
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